様式１－１
令和○年○月○日
札幌市長　様
	団体名
	○○商店街振興組合（○○商店会）

	所在地
	〒○○○-○○○○　札幌市○区○○○○○○○

	代表者
	（役職）
	理事長（会長）
	（氏名）
	○○　○○

	担当者
	（氏名）
	○○　○○
	（電話）
	○○○-○○○○

	
	（メールアドレス）
	xxxx@xxxx.xxx



札幌市商店街商業機能向上支援事業（集客力アップ事業） 
補助金交付申請書（一般型・デジタル活用型用）

札幌市商店街商業機能向上支援事業（集客力アップ事業）補助金の交付を受けたいので、本補助金交付要綱第８条の規定に基づき、別紙関係書類を添えて申請します。

１　補助金の種類
☑　一般型　　☐　デジタル活用型

２　事業名称
	例）令和○年度　○○商店街PR事業



３　事業期間
	令和○　
	年
	○
	月
	○
	日
	から
	令和○
	年
	○
	月
	○
	日
	まで



４　総事業費・補助対象経費・補助金交付申請額
	総事業費
	1,093,500
	円

	補助対象経費
	857,728
	円

	補助金交付申請額
	500,000
	円



５　添付書類
　　☑　事業収支予算書（様式２）　　　☑　事業支出積算書（様式３）
　　☐　（任意団体の場合）団体の予算や事業計画がわかる書類
　　☑　その他市長が必要と認める書類
６　事業計画
⑴　現在の商店街の集客状況
	例）
○　大型量販店の進出や、インターネット販売の普及により加盟店（実店舗）の来店数が全体的に低下してきている。
○　商店街区に加盟店が点在していることから、商店街を前面に打ち出した活動をしにくいため、地域の方々のうち特にほかの地域から引っ越してきた若い世代の商店街認知度が低く、若い来街者が減少してきている。



⑵　商店街の集客力向上における課題
	例）
○　地域の方々に、商店街や加盟店をより認知いただき、実際に足を運んでいただき、リピーターになっていただく。
○　地域の若い世代にも商店街に愛着を持ってもらい、普段使いしてもらえるような仕掛けをつくる。



⑶　実施内容（できるだけ具体的に）
	例）
○　商店街応援隊派遣事業を活用し、商店街や加盟店の魅力分析を行う。（商店街関係者でのアイデア出し会議の司会、加盟店への取材を含む街歩き現地調査、企画立案を行ってくれる応援隊員①の派遣を想定）
○　商店街応援隊派遣事業を活用し、クーポン券付きPR誌のデザインのほか、加盟店の各店頭に掲げてもらい商店街の一体性を演出する商店街共通の暖簾のデザインを行う。（ブックデザイン等を行ってくれる応援隊員②の派遣を想定）
○　クーポン券付きPR誌を印刷し、街区一円にポスティング（戸別配布）する。
○　同時期に暖簾を加盟店に配布し、店頭に継続的に掲示してもらうことで、PR誌と連動したより一層の商店街の周知効果アップを図る。



⑷　実施により期待される販売促進効果（一般型・デジタル活用型）とその目標（※事業完了報告時、目標に対する達成度を記載いただくため、評価しやすい目標をお書きください。）
	加盟店での来店者数の１割アップ（クーポン券有効期間内における目算平均）



７　実施体制
	組合員数
	○

	
	うち本事業へ参加する組合員数
	○



８　実施スケジュール
　　例）
	時期
	実施内容

	令和○年○月
	理事会にて事業方針を確認

	令和○年○月
	商店街関係者でのアイデア出し会議開催（司会：応援隊員①）

	令和○年○月
	加盟店への取材を含む街歩き現地調査、及びPR事業詳細の企画立案（実施：応援隊員①）

	令和○年○月
	理事会にて企画内容の精査・承認（企画報告・修正対応：応援隊員①）

	令和○年○月
	商店街共通暖簾とクーポン券付きPR誌のデザイン制作（デザイナー：応援隊員②）

	令和○年○月
	クーポン券付きPR誌の印刷、暖簾の作製・加盟店への配布

	令和○年○月
	クーポン券付きPR誌の配布、店頭への暖簾掲示



９　事業予算
別添　様式２「事業収支予算書」及び様式３「事業支出積算書」のとおり
